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堀越由佳子: ARO における医師主導治験のタイムマネジメント：実際と課題. 第 15回 日本臨床試験学

会学術集会総会, 大阪, 2024, 2. 

 

渡邉織恵: 希少疾患対象の症例進捗管理における課題－医師主導治験支援者の立場から－, 第 15回 

日本臨床試験学会学術集会総会, 大阪, 2024. 2. 

 

三杉恵美: スタディマネジメントの支援時間予測の検討. 第 15回 日本臨床試験学会学術集会総会, 

大阪, 2024, 2. 

 

竹本恵美子: 特定臨床研究におけるコンサルテーションを目的とした画像評価委員会の立ち上げと運

営について. 第 15回 日本臨床試験学会学術集会総会, 大阪, 2024. 2. 

 

瀬貫孝太郎: プロジェクトマネジャー教育の見える化の工夫. 第 11回 ARO協議会学術集会, 神戸, 

2024, 9. 

 

瀬貫孝太郎: プロジェクトマネジメントの業務の見える化の工夫～医師主導治験と特定臨床研究の違

い～. 第 45回 日本臨床薬理学会学術集会, 埼玉, 2024, 12. 



 

土屋美枝, 木藤理恵, 木原直美, 野村美沙里, 久保あかり, 新部亜矢, 菅野和恵, 古田美穂, 梅原永

倫子: 治験における未使用検査キット廃棄の現状調査 SDGs を目指して CRCにできること Part2. 第

24回 CRCと臨床試験のあり方を考える会議 2024, 札幌, 2024, 9. 

 

冨永沙織, 田野島玲大, 後藤洋仁, 佐野千尋, 宮城悦子: 不適合報告標準化への取り組み -Microsoft 

Forms®を使用した不適合報告フォームの作成. 日本臨床試験学会第 15回学術集会総会, 大阪, 2024, 

3. 

 

（研究助成金） 

福岡宏倫（代）: 大腸癌手術検体を用いた癌細胞増殖関連細菌叢の同定. 独立行政法人 日本学術振興

会 科学研究費 若手研究 (2024-2028), 200万円.  

 

福岡宏倫（分）: 大腸癌手術検体を用いた病理学的高分裂癌細胞における硫黄呼吸関連代謝物の解明. 

独立行政法人 日本学術振興会 科学研究費 基盤(C) (2024-2028), 200万円. 

 

福岡宏倫（代）: 同一患者由来検体を用いた大腸癌細胞増殖関連細菌と腫瘍微小環境の関連の解明. 

独立行政法人 日本学術振興会 海外特別研究員 (2025-2027), 580万円. 

 

田野島玲大（代）: がん患者における生活習慣病の罹患率の検討. 独立行政法人 日本学術振興会 科

学研究費 若手研究 (2023-2026), 70 万円. 

  

田野島玲大（分）: 地域、疾患領域、臨床研究者・支援専門職ネットワークを活用した、QMSの概念に

関する研究者及び研究支援者への教育研修に係る研究. 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

（AMED） 研究開発推進ネットワーク事業, (2023-2025), 90万円. 

 

伊集院昌郁(代): ミトコンドリアを活用した新たな非侵襲的な胚評価方法の開発. 令和 5年度わかば

研究助成 (2023-2024), 100 万円. 

 

伊集院昌郁(代): 非侵襲的胚ミトコンドリア DNA着床前評価方法の確立. 独立行政法人 日本学術振興

会 科学研究費 若手研究 (2024-2026), 130万円. 

 

峯岸薫 (分）: オートファジー・リソソーム系を治療標的とする膠原病の新規治療法の探索. 独立行

政法人 日本学術振興会 科学研究費 基盤(C) (22K08567) (2022-2025), 156万円. 

 

井上玲（分）: フラクトオリゴ糖の OTC医薬品化を目指すための伴走支援．共同研究費（2024-

2026），180万．  

 

（その他） 

土師達也:本学の特定臨床研究の実施状況〜他大学との比較〜. 次世代臨床研究センター主催臨床研究



セミナー(WEB開催), 2024, 4. 

 

土師達也: 医学分野における ChatGTPの検討 –誤答に関連するリスク因子–. 横浜腎臓・高血圧

Symposium, 2024, 7. 

 

土師達也:高血圧緊急症. 横浜市医師会主催 横浜屋根瓦塾, 横浜, 2024, 7. 

 

伊集院昌郁: ヒト胚発生とミトコンドリア DNAの可能性. 第 5回神奈川生殖内分泌研究会（WEB開

催）, 2024, 3. 

 

伊集院昌郁: 卵胞液中 CD163濃度が ART成績予測マーカーとなる可能性. 愛育レディースクリニック

生殖医療研究会, 大和, 2024, 8. 

 

峯岸薫: 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 ・多発血管炎性肉芽腫症 ～病気の理解と最新の治療について

～. 横浜市磯子区難病講演会, 横浜, 2024, 10. 

 

峯岸薫: 株式会社じほう. ゆっくり解説 霊夢と魔理沙の臨床統計１ 書評, 2024, 12. 

 

山本紘司: 観察研究における統計解析. 医学部臨床統計学教室主催・次世代臨床研究センター統計解

析室共催わかりやすい統計セミナー 兼臨床研究セミナー 横浜 (ハイブリッド開催), 2024, 9.  

 

三枝祐輔: 欠損データの取り扱いについて. 医学部臨床統計学教室主催・次世代臨床研究センター統

計解析室共催わかりやすい統計セミナー 兼臨床研究セミナー 横浜 (ハイブリッド開催), 2024, 11. 


